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本日の発表内容

1. 私たちの思い描く未来の姿

2. 私たちの思い描く未来に必要な要素

3. 私たちの思い描く未来の実現に向けて

4. まとめ
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憧れなくていい世界で、
可能性を解き放て!!

私たちの思い描く未来



私たちの思い描く未来の姿とは

あこがれがシームレスに実現できる世界 自分の新たな可能性に気づける

「憧れなくていい世界で、可能性を解き放て!!」

誰もが輝くことができる社会に！！
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私たちの思い描く未来の姿とは

自分ですら気付いていなかった全く新しい道に進むことで、
人類全体が未知の領域へステップアップ
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「私たちの思い描く未来」を実現するコア要素

②自分の“やりたいこと”に気付けること

自分の発想にはないような
新しい選択肢に出会えること

自分の本当の気持ちを
分析してくれること

①思い描く“体験”がすぐそこにあること

移動のコストと時間が
大幅に小さくなること

その場にいるような体験が
いつでも手に入ること

「憧れなくていい世界で、可能性を解き放て!!」
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コア要素①の実現に向けて

時期感2024年
(5G)

現在地点

2005年
(3G)

2015年
(4G)

2035年
(Beyond 5G)

iPhone発売
(2007)

Apple music 開始
(2015)

Netflix 日本参入
(2015)

Kinect リリース
※VRの本格化

(2010)
リニア開通
(2027-)

N700系新幹線
運転開始
(2007)

ライドシェア解禁
(2024)

レベル5自動運転
実証試験
(2027-)

体
験

を
得

る
ま

で
の

待
ち

時
間

Uber eats
日本参入
(2016)

マイナンバーカード
健康保険証一体化

(2024)

LINEサービス開始
(2011)

Starlink
サービス開始

※どこでも繋がる世界
(2022)

通信・デジタル・交通分野の技術発展により
コストや待ち時間はどんどん短縮される

Covid-19
(2020)

ドローン配達実用化
(2025?-)

自動運転バス
実証試験
(2023)

交通・物流

社会変革

通信・デジタル

Vision Pro
(2024)



10

コア要素①の実現に向けて
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現在地点

2005年
(3G)

2015年
(4G)

2035年
(Beyond 5G)

iPhone発売
(2007)

Apple music 開始
(2015)

Netflix 日本参入
(2015)

Kinect リリース
※VRの本格化

(2010)
リニア開通
(2027-)

N700系新幹線
運転開始
(2007)

ライドシェア解禁
(2024)

レベル5自動運転
実証試験
(2027-)

体
験

を
得

る
ま

で
の

待
ち

時
間

Uber eats
日本参入
(2016)

マイナンバーカード
健康保険証一体化

(2024)

LINEサービス開始
(2011)

Starlink
サービス開始

※どこでも繋がる世界
(2022)
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議論で得た結論

「①思い描く“体験”がすぐそこにあること」
は技術の進歩によって近い将来に実現される
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着目するべきコア要素

②自分の“やりたいこと”に気付けること

自分の発想にはないような
新しい選択肢に出会えること

自分の本当の気持ちを
分析してくれること

①思い描く“体験”がすぐそこにあること

移動のコストと時間が
大幅に小さくなること

その場にいるような体験が
いつでも手に入ること

技術の進歩によって5G時代に
実現されつつある要素

単純な技術の進歩では解決できない
長い目で解決するべき要素
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コア要素②の実現に向けて

自分の“やりたいこと”に気付くためには...

“やりたいこと”の
提案に繋がる情報の収集

様々な選択肢の提示 自分の感覚にあった
提案が欲しい

個人の考え・感覚の
収集および分析

自分の気づいていない
提案が欲しい

気づいていない
“やりたいこと”の分析と提案

「個人に寄り添った提案をするAI」が必要
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「個人に寄り添った提案をするAI」の実現に向けて

14

SNSでの
感情分析に特化

3Dコンテンツでの
感情分析に特化デバイス

コンテンツ

情報ソース

データ
ブローカ

データ
ブローカ

情報ブローカ AIサービス

「提案AI」

ユーザが
本当に“やりたい”
と思うことを提案

ユーザ

ユーザ

VRデバイス

コンテンツ→

←利用料

AIによる提案→

←利用料

←利用料

カメラ

脳接続
デバイス

SNS

メディア
配信

アナログ
コンテンツ

感情・データ→



「提案AI」を実現させる上で想定される主な課題3つ
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SNSでの
感情分析に特化

3Dコンテンツでの
感情分析に特化

デバイス

コンテンツ

データ
ブローカ

データ
ブローカ

「提案AI」

ユーザが
本当に“やりたい”
と思うことを提案

ユーザ

ユーザ

VRデバイス

コンテンツ→

←利用料

AIによる提案→

←利用料

←利用料

カメラ

脳接続
デバイス

SNS

メディア
配信

アナログ
コンテンツ

感情・データ→

新規参入が進まない懸念

②情報ソースからAIサービスまでの公平性が必要
• 情報流通が一企業の利益に縛られがち
• 感情に纏わるデータの扱い方が不明
• 感情に纏わるデータのサイロ化

①本スキームを社会実装するドライブ力が必要
• エコシステムの立ち上げリーダー
• 受け入れられやすさ、使いやすさ

③地球規模のエコシステムが必要
• 世界中の情報ソースからAIサービスまでが対象だが、

グローバルスタンダードの不在

構想のみで終了してしまう懸念

情報ソース 情報ブローカ AIサービス
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戦略・アクションプラン① （本スキームを社会実装するドライブ力）

複数企業の連合体によって提案する仕組みを社会に広く浸透させる

本システムを実現・浸透させる仕組みを検討する
企業団体の
立上げ

検討WG

企業団体
(私たち)

各役割の仕組みを検討するグループ

データ収集/前処理/分析…
エコシステムの実現

潤滑な社会浸透を検討するグループ

情報発信/UI/広報活動…
スキームの浸透

社会実装推進グループ

感情データ・AI
活用への不安

むずかしそう
なイメージ

ユーザの声を拾い、
使いたくなる実装を目指す

デジタル・AIを
受容する風土の醸成

AItuber
誕生!?

指先一つで使える
便利なUIの検討
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戦略・アクションプラン② （情報ソースからAIサービスまでの公平性）

共通ルールにより、利用者と事業者への信頼性、健全な市場を実現できる

サービス提供事業者へのガイドラインを策定するルール策定

〇〇-WG 〇〇-WG〇〇-WG

ルールに則った
サービス提供を促す

個人情報
保護法

著作権法

AI規制法 情報収集
ガイドライン

情報分析
ガイドライン

サービス提供
ガイドライン

独占禁止法

法整備
ガイドライン化

企業団体
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戦略・アクションプラン③ （地球規模のエコシステム）

グローバルスタンダードを作り、地球規模でエコシステムを実現できる

グループ毎に検討内容を標準化団体へと提案する国際標準化

データブローカ AIサービスデータソース

セキュリティ収集方法 通信手順データ処理 平等な提案
データ

取り扱い

標準化団体

提案

標準化団体

提案

標準化団体

提案

世界各国のデータを
収集・利用可能になる

ISO/IEC, 
W3C …
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社会に必要なシステム： 私たちの提言

社会全体で感情・感覚データを循環させるエコシステムの構築

ユーザ

情報ソース
(デバイス)

コンテンツ

データ
ブローカ

AIサービス

コンテンツ
提案

感情データに基づく
新たな知見の獲得

データ充実による
分析技術の向上

パーソナライズされた
サービスの享受

デバイス・SNSの
ユーザ増加

感情フィードバック
による品質向上

感情データの
収集・共有の促進
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まとめ

①思い描く“体験”がすぐそこにある

• 移動時間の短縮
• リアルなVR体験の普及

②自分の“やりたいこと”に気付ける

• 提案AIの普及と発達
• エコシステムの構築
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あなたの可能性
解き放ってみませんか？

ご清聴ありがとうございました
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